
日々開発されるケーブルテレビ関連機器を、技術スタッフが
厳しい目でチェック！ 実用性に焦点を当てて報告します。
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今回はTSアナライザによる字幕放送の識別方法について紹介します。

ケーブル技術スタッフの機器チェック！

字幕放送
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私たちケーブルテレビ局の技術者はデ

ジタル放送時代になりデジタル放送のTS

（トランスポートストリーム）の中身を知って

おく必要にせまられています。JC-HITS

サービスが2013年6月より字幕放送を開

始したこともあり、今回紹介するのはTSア

ナライザによる字幕放送の識別方法です。

字幕放送は24時間ずっと流れているわ

けではなく番組に依存します。字幕放送が

TSでどのように表現されるかを知れば、番

組が字幕情報を流しているかがわかります。

TSを測定するブロック図を図１に示します。

RF（高周波）の送出信号をRF復調器でデ

ジタル信号にした後、TSアナライザでTS

の中身を解析していきます。

ケーブルテレビ局が再送信する字幕放

送は日本ケーブルラボの仕様JCL SPEC 

005 JC-HITSトランスモジュレーション運

用仕様2.01版に準拠しますが、字幕部分

はARIB（一般社団法人 電波産業会）で

制定されるTR-B15 ＢＳ/広帯域CSデジ

タル放送運用規定を参照しています。

TR-B15の7章字幕・文字スーパー符号

化の運用によると、字幕で用いられる伝送

方 法はP E S 伝 送 方 式です。P E Sは

Packetized Elementary Streamの略

で映像、音声に相当する基本ストリーム

（ES：Elementary Stream）を適当な大き

さに分割してパケット化したものです。

字幕データは、映像や音声と並ぶ基本

ストリームであることがわかります。TSアナ

ライザの画面で見ると映像、音声と並んで

見ることができます。これを図2に示します。

矢印で示すのがP E Sです。その上に

MPEG-2ビデオとAACオーディオがあるの

がわかります。字幕放送が基本ストリーム

であることがTSアナライザからわかります。

図2は番組の途中でCMが流れている時

のもので、PESデータが0bpsと表示されて

います。

図3は番組の本編が流れている時のも

ので、PESデータが4.0Kbpsと表示されて

います。画面と字幕が同期するように、

TR-B15は字幕を表示しなければいけない

最大遅れ時間が決められています。TSア

ナライザに示される数字は、画面と同期し

たリアルタイムのデータ量が示されることに

なります。

字幕放送を行なっていない番組の場合

TSアナライザにはPESデータが表示され

ません。これを図4に示します。MPEG-2ビ

デオとAACオーディオのデータがあること

がわかりますがPESデータはありません。

番組の属性情報からSTB（セットトップボッ

クス）の番組案内を表示させて字幕放送

があるかを確認することもできますが、送ら

れてくるデジタルデータのTSで字幕データ

を確認する方法があり、このほうが確実で

あることを紹介しました。

デジタル放送の中身を理解し、デジタル

放送でのトラブル解決や問題点の切り分

けに力を発揮するTSアナライザを使いこな

し顧客へのサービス品質を上げていくこと

が大切だと考えています。

図1：測定ブロック図

図2：TSアナライザ画面CM 図3：TSアナライザ画面本編 図4：字幕無し番組


